
　
五
月
二
十
三
日

　
六
時
十
五
分
起
床
。
今
日
は
地
鎮
祭
で
軽
井
沢
へ
。
八
時
地
下
鉄
有
楽
町

線
氷
川
台
。
Ｓ
さ
ん
と
車
で
北
へ
。
十
時
半
軽
井
沢
現
場
。
尾
根
の
上
の
サ

イ
ト
に
岩
が
出
て
幸
和
建
設
は
い
さ
さ
か
悪
戦
苦
闘
中
。
し
か
し
、
何
と
か

乗
り
切
っ
て
く
れ
て
い
る
。
北
側
は
ほ
と
ん
ど
七
〇
度
以
上
の
急
斜
面
だ
。

十
一
時
過
上
田
真
田
町
の
神
官
に
よ
る
地
鎮
祭
。
浅
間
山
が
間
近
に
眺
め
ら

れ
る
。
十
二
時
三
〇
分
管
理
事
務
所
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
。
信
濃
風
パ
ス

タ
。
昼
食
後
Ｓ
夫
妻
は
草
津
へ
。
私
は
上
田
の
池
田
大
工
の
木
工
場
へ
。
石

井
の
教
育
の
為
。
池
田
大
工
は
真
当
に
木
を
刻
ん
で
く
れ
て
い
た
。
十
四
時

十
六
分
佐
久
平
、
新
幹
線
で
帰
京
。
十
六
時
新
宿
で
石
井
と
別
れ
、
京
王
稲

田
堤
へ
。
愛
児
園
の
現
場
確
認
し
て
世
田
谷
村
に
帰
着
。
中
国
の
呉
儀
副
首

相
が
小
泉
首
相
と
の
会
談
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
帰
国
。
国
会
予
算
委
員
会
で

の
靖
国
神
社
参
拝
発
言
に
対
す
る
中
国
政
府
の
反
発
で
あ
る
。
小
泉
首
相
の

大
失
態
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
外
交
の
本
質
を
理
解
し
て
い
る
と
も
思
え

な
い
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
前
の
仕
事
を
進
め
よ
う
と
頭
を
巡
ら
せ
て

い
る
当
方
と
し
て
も
小
泉
首
相
の
対
応
は
迷
惑
極
ま
る
。

　
五
月
二
十
四
日

　
十
時
過
ぎ
研
究
室
。
学
部
レ
ク
チ
ャ
ー
準
備
。

　
十
時
四
〇
分
学
部
レ
ク
チ
ャ
ー
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ウ
デ
ィ
と
サ
イ
モ

ン
・
ロ
デ
ィ
ア
。
十
二
時
迄
。
十
三
時
大
野
君
相
談
。
昼
食
後
松
尾
建
設
来

室
。
そ
の
後
北
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
他
打
合
わ
せ
。
Ｏ
邸
Ｓ
邸
他
打
合
わ
せ
。

十
九
時
過
迄
。

　
五
月
二
十
五
日

　
七
時
五
〇
分
世
田
谷
村
発
。
九
時
前
研
究
室
。
九
時
シ
ャ
ー
プ
富
田
氏
小

川
さ
ん
来
室
。
十
時
迄
打
合
わ
せ
。
そ
の
後
北
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
ケ
ッ

チ
。
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